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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績を踏まえ、2019年11月８日に公表しました2020年３月期連

結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2020 年３月期連結業績予想数値の修正 

（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 670 △510 △640 △655 △75 円 08 銭 

今回修正予想（Ｂ） 565 △650 △730 △745 △84 円 75 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △105 △140 △90 △90  

増減率（％） △15.7 - - -  

前期実績（Ｃ） 

（2019 年３月期） 
781 △173 △155 △167 △19 円 82 銭 

増減額（Ｂ－Ｃ） △216 △477 △575 △578  

 

（２）修正理由 

(売上高) 

診断・試薬事業及び遺伝子組換えカイコ事業並びに検査事業においては、第

4四半期の年度末需要が予想を大幅に下回り、2019年11月8日に公表しました業

績予想数値より83百万円程度減少する見込みとなりました。また、化粧品関連

事業につきましては、2020年3月度に欧州への販売が開始されましたが、コロ

ナ感染の影響により中国商標問題解決及び化粧品市場へのアプローチが出来

ず、予想を22百万円程度減少する見込みとなりました。 
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（利益面） 

上記のとおり、各事業の売上高が大幅に減少する見込みのため、第4四半期の

利益率の予想が大幅に悪化したこと、また、第4四半期において、来期以降の

収益向上に向けた積極的な設備投資が見込みより増加したこと、並びに化粧品

事業において、中国への出荷時期の目途が立たないため、中国向け製品の評価

損を保守的に計上することとしたため、利益面が大幅に減少する見込みとなり

ました。  

 

(注) 上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な

要因により上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 以上 


